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大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

いさ

2009.7◎ 捨てるのが、もったいなくなるごみ袋
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○指定袋のデザイン変更について
　「広報いさ５月１日号」でお知らせしたとおり、現在
のごみ・資源の指定袋を、在庫が無くなったものから、
順次新しいデザインの指定袋に切り替えていきます。
　 今 回 の デ ザ イ ン 変 更 に つ い て は、 市 民 グ ル ー プ

「ISART」（代表：前田忠亮氏）から「捨てるのがもっ
たいなくなるごみ・資源袋」をキーワードにしたデザイ
ン化の提案があり、市もごみの減量化や、全国的にも珍
しい試みを通して伊佐市をアピールするという主旨に賛
同し、市民協働型のまちづくりの取り組みとして話し合
いをかさね、今回のデザイン変更に至りました。
　新しい指定袋は、長尾美紀さん（大口出身）が描いた
絵をもとに ISART がデザインをしたもので、伊佐の特
色を活かし子どもからお年寄りまで親しみやすく、楽し
い絵柄を採用しています。難病をかかえながらも、みん
なを笑顔にしてくれる素敵な絵を描いてくださった、長
尾美紀さんに心よりお礼申し上げます。
　市では今後も、このように市民の皆さまと協働して、
ともに住みやすいまちづくりを進めていきたいと考えて
いますので、ご協力をお願いいたします。

Ｑ今までの指定袋は使用できなくなるのですか
Ａ合併前の大口市・菱刈町で作られた指定袋に使
　用期限はありませんので、新しい指定袋が出た
　後でも今までどおり使用できます。また、どち
　らの指定袋も市内全域で使用できます。

Ｑ ＆ Ａ

問い合わせ先　市環境対策課環境保全係　　　　
　　　　　☎�１３１１○内　　　　　　　　２１１１・２１１２

ＩＳＡＲＴ
　ＩＳＡ（伊佐市）をＡＲＴという方向性で、お
洒落で魅力的な街にしたいと思っている伊佐の若
者の集まりです。
○平成 20 年５月、五日市剛氏の講演会を主催。
　五日市氏の書籍を伊佐市すべての学校へ寄付。
○同年 10 月、ＫＫＢふるさとＣＭ大賞でアイディ
　ア賞受賞。

  長尾美紀さん　　　　　　　　　出水養護学校高等部１年生（15 歳）
○平成 20 年、県立北薩病院小児科ロビー　
　にて初の展覧会
○同年、大口ふれあいセンターにて
　「にこにこ絵はがき展」を開催
インタビュー
▽いつ頃から絵を描き始めましたか？
　小学校の頃から絵が好きで描いています。動物や人な
　ど、時にはお母さんも動物に見立てて描いたりしまし
　た。
▽美紀さんの描いた絵が市民の皆さんのために活用され
　るのはどんな気持ちですか？
　とてもうれしいです。絵を見た人が喜んで、笑ってく
　れるのを見るととてもうれしくて、「また喜んでもら
　おう」と意欲が沸いて元気になります。
▽将来の夢は何ですか？
　手書きのイラストレーターになることです。

Ｑ分別の方法は変わるのですか
Ａ分別の方法は今までと変わりません。ただし廃
　プラスチックについては現在大口地区（焼却）
　と菱刈地区（リサイクル）の取り扱いが違いま
　す。現在、統一に向けて協議中です。

Ｑ新しい指定袋にすべて切り替わるのにどれくら
　いかかりますか
Ａすべての指定袋が切り替わるには１年以上かか
　る見込みです。

Ｑデザインを変えることで、とまどったり間違い
　やすくなることはないですか
Ａ指定袋本体の色は、今までと同じ色を採用して
　いるので違和感なく使用していただけると思い
　ます。
　　また、大きさ（大小）でデザインを変えてあ
　るので、お店での買い間違い等もおこりにくく
　なると考えています。

Ｑ値段・袋の大きさは変わるのですか
Ａ値段・袋の大きさともに今までと変わりません。

☆ごみ・資源袋のデザインを変え、ごみ資源を楽しく分別・減量しましょう☆
～町市合わせ　超幸せな　伊佐市へ～
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捨てるのが、もったいなくなるごみ・資源袋

だからごみ減らそうね

　伊佐の豚が伊佐米・金
山ネギ・焼酎を持って楽
しそうに遊んでいるとこ
ろをデザインしました。

　ガラッパが焼酎を持っ
て楽しそうに遊んでいる
ところをデザインしまし
た。

燃えるごみ大

缶・ビン専用大

燃えないごみ大

プラスチック専用大

　星空の美しい街を月の
ウサギと星でデザインし
ました。

　温泉に入るイノシシと
シカをデザインしました。

（イメージ）

☆ごみ・資源袋のデザインを変え、ごみ資源を楽しく分別・減量しましょう☆
～町市合わせ　超幸せな　伊佐市へ～

　大きさ日本一の江戸彼
岸桜や忠元公園の桜など、

「市の花」である桜をデ
ザインしました。

　全国的にも知名度が高
い伊佐焼酎をイメージし
てデザインしました。

注）焼酎やビールのびんは、洗って繰り返  
　し使われます、廃品回収や、酒屋さんな
　ど販売店に出すようにしましょう。

燃えるごみ小

缶・ビン専用小

燃えないごみ小

ペットボトル専用大

　伊佐牛が伊佐米
のおにぎりを美味
しそうにほおばる
雰囲気をデザイン
しました。

　伊佐森林の８割を占め、
「市の木」でもあるひの
きをデザインしました。
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行政からのお知らせ

後期高齢者医療被保険者証・国民健康保険被保険者証
の更新をお願いします！

一部負担金の割合
３割

国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証
番号  ９９９９９９９記号  国・伊佐

保険者番号    ９９９９９９ 保険者名     伊佐市

住　 　所　   伊佐市里００００番地　　
世 帯 主　伊佐　花子

氏　　名　伊佐　花子
生年月日   昭和□□年□□月□□日　　　性   別  女

有効期限   平成○○年○○月○○日
資格取得日   平成△△年△△月△△日　

交 付 日  平成××年××月××日

後 期 高 齢 者 医 療 被 保 険 者 証
被保険者番号  ９９９９９９９９

保険者番号    ９９９９９９９９
保険者名     鹿児島県後期高齢者医療広域連合

有効期限　平成○○年○○月○○日
住　 　所　伊佐市里００００番地　　

氏　　 名　伊佐　太郎
生年月日  昭和△△年△△月△△日　性  　別  男

発行期日  平成××年××月××日
資格取得年月日   平成□□年□□月□□日　

交付年月日   平成○○年○○月○○日
一部負担金
の  割  合

１割

　現在お持ちの被保険者証は、７月 31 日で期限切れとなります。更新の手続きが必要となりますので、
それぞれ該当される方法で手続きをお願いします。 
手続きの方法
○自治会加入の人
　　自治会長さんに代表で手続していただき、各世帯に配布していただきます。
○自治会加入の人で個人での更新を希望される人
　　7 月 15 日までに市役所市民課健康保険係までその旨ご連絡いただき、7 月 27 日以降に、印鑑持参
　のうえ市役所市民課健康保険係 ( 大口庁舎 ) または市役所市民税務課市民窓口係 ( 菱刈庁舎 ) で手続
　きを行ってください。
○自治会未加入の人
　　個人宛に通知をしますので、通知書を確認のうえ、指定された日時に各自で手続きを行ってください。
※現在の被保険者証は、更新時に回収します。自治会加入の人は、新しい保険証と引き換えに自治会長
　さんへお渡しください。個人で更新される人は（自治会未加入の人含む）、更新時に持参してください。
特別被保険者証㊫の更新について
　大学や専門学校などに行くために家族と離れて（伊佐市を転出して）生活する場合は、学生用の被保
険者証（マル学）が別に交付されます。
　現在 ㊫の被保険者証をお持ちの人は、８月 1 日から随時更新しますので、自治会加入 ･ 未加入に関
係なく各自で手続きをしてください。
持参するもの　・現在交付してある㊫の被保険者証　
　　　　　　　・世帯主の印鑑　
　　　　　　　・在学証明（学生証は不可）※４月以降に提出済みの人は必要ありません。
場　　所　市役所市民課健康保険係（大口庁舎）または市民税務課市民窓口係（菱刈庁舎）
保険税の滞納にご注意下さい
　保険税や保険料の滞納がある場合は、期間を区切った保険証（短期被保険者証）を発行することもあ
りますので、十分ご注意下さい。（事情等があり納税できない時などは事前に納税の相談等をしてくだ
さい。）
問い合わせ先　市役所市民課健康保険係　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１３１１○内　　　　　　　　１１６０

新しい保険証
（イメージ）（イメージ）
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～走れ とべ みどりの風と手をつなごう～

第 63 回県民体育大会伊佐大会
期　  日　９月 19 日（土）・20 日（日）※ゴルフ競技は 18 日（金）
会　  場　伊佐市大口地区体育館施設・菱刈農村公園ほか

後期高齢者医療保険料・国民健康保険税
についてのお知らせ

○後期高齢者医療保険料の軽減措置について

○後期高齢者医療保険料・国民健康保険税の納付方法が選択できます

≪納付選択の手続き方法≫

　後期高齢者医療被保険者証をお持ちの人には、８月に平成 21 年度分の保険料についてのお知らせを
お送りします。
　なお、次の人は従来の軽減措置（均等割額の７割、５割または２割軽減措置）に加え、以下の軽減措
置を行います。
①世帯内の「後期高齢者医療の被保険者」と「世帯主」の所得金額の合計額が 33 万円以下の人・・・  
　均等割額が８．５割軽減されます。
②①の人のうち、世帯内の後期高齢者医療の被保険者全員が年金収入 80 万円以下（その他所得がない）
　の人・・・均等割額が９割軽減されます。
③「賦課の基となる所得金額」が 58 万円以下の人・・・所得割額が５割軽減されます。　

　後期高齢者医療保険料を年金から引落しさせていただく予定の人または国民健康保険税を年金からお
支払いいただいている人については、国の制度改正により、「年金からの引落し」か「口座振替」のど
ちらかを選択できるようになりました。
　なお、審査の内容によっては、年金からの引落しを中止することがで
きませんので、ご了承ください。

　口座振替の手続きがお済みでない人は ､金融機関で口座振替の手続
きを済まされてから税務課窓口へお申込みください。
○窓口に持ってきてもらうもの・・・印鑑（認印でかまいません）
○申込期限・・・７月３１日（金）
※申し込みいただいた後、10 月分の年金からのお支払いを中止する手続きを行います。申込期限後も
　申し込みはできますが、その場合は、12 月分以降の年金から中止させていただくことになります。
　ご了承ください。
問い合わせ先　市税務課市民税係                                                      ☎�１３１１○内   １１８７・１１８９
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行政からのお知らせ

平
成
21
年
度

伊
佐
市
職
員
採
用
試
験

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
Ⅰ
（
一
般
事
務
）
　若
干
名
（
障
害
者
含
む
）

　（一
般
の
事
務
又
は
技
術
に
従
事
）

一
般
行
政
Ⅱ
（
土

　木
）
　
　若
干
名
（
障
害
者
含
む
）

　（専
門
的
な
技
術
又
は
一
般
の
事
務
に
従
事
）

一
般
行
政
Ⅱ
（
建

　築
）
　
　若
干
名
（
障
害
者
含
む
）

　（専
門
的
な
技
術
又
は
一
般
の
事
務
に
従
事
）

※
伊
佐
市
で
は
、
障
害
者
の
雇
用
を
ふ
ま
え
て
試
験
を
し
て
い
ま

　す
。
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障
害
程
度
が
１
級
か
ら
６

　級
ま
で
の
人
は
、
採
用
試
験
出
願
の
際
、
障
害
者
手
帳
を
持
参

　し
受
付
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格

　採
用
後
、
伊
佐
市
に
定
住
す
る
人
で
、
次
の
試
験
区
分
ご
と
の

要
件
を
満
た
す
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条

　項)

に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

一
般
行
政
Ⅰ
（
一
般
事
務
） 

　

　昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

一
般
行
政
Ⅱ
（
土

　木
）
　

　昭
和
44
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

一
般
行
政
Ⅱ
（
建

　築
）

　昭
和
44
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月

卒
業
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

試
験
日
時

　９
月
20
日
（
日
）
８
時
30
分
か
ら

試
験
会
場

　大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　多
目
的
ホ
ー
ル

第
１
次
試
験

一
般
行
政
Ⅰ
（
一
般
事
務
）

　高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
及
び
作
文
試
験

一
般
行
政
Ⅱ
（
土

　木
）

　高
等
学
校
卒
業
程
度
の
専
門
試
験
及
び
作
文
試
験

一
般
行
政
Ⅱ
（
建

　築
）

　高
等
学
校
卒
業
程
度
の
専
門
試
験
及
び
作
文
試
験

※
作
文
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
選
考
時
に
採
点
し
ま
す
。

第
２
次
試
験
（
第
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

　面
接
試
験
及
び
適
性
（
運
動
等
）
検
査

採

　
　用

　

　最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
し
、
平
成
22
年
４

月
以
降
、
必
要
に
応
じ
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、
名
簿
は
原
則
と
し
て
１
年
間
有
効
で
す
。

受
験
手
続

　受
験
申
込
書
兼
履
歴
書
（
上
半
身
写
真
貼
付
）
を
受
付
期
間
内

に
市
総
務
課
職
員
係
に
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
、
80
円
切
手
を
貼

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　受
験
申
込
書
兼
履
歴
書
は
、
市
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

　８
月
３
日
（
月
）
～
８
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　
　８
時
30
分
～
17
時
15
分

問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
職
員
係

　

        

☎
�
１
３
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１
２
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１
１
１
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夏だ！太陽 ＳＵＮ ＳＵＮ 
３億円！

　この宝くじの収益金は市町村の明るく、住みよい
まちづくりに使われます。
発売期間　７月 13 日（月）～７月 31 日（金）
抽 選 日　８月 11 日（火）
当せん金　○１等　　　   ２億円× 39 本
　　　　　○１等前後賞　5,000 万円× 78 本
　　　　　○２等　　　   １億円× 39 本
　　　　　○３等　　　　1,000 万円× 390 本 ほか

自衛官募集の地域説明会

　自衛官募集説明会を次の日程で開催します。
ぜひご参加ください。
日　　時　７月 19 日（日）　14 時～ 16 時
場　　所　大口ふれあいセンター３階　　　　
　　　　　多目的ホール
問い合わせ先　自衛隊国分募集事務所

☎０９９５・４５・１８３６
市総務課消防防災係　☎�１３１１○内　　　　　　　１１１８
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Government Infomation

期　　間　７月 17 日（金）～８月 31 日（月）
※７月 23 日（木）・８月 17 日（月）は休館とします。
※その他荒天の場合は、安全上の配慮から臨時に休館することがあります。
開放時間　○ 10 時～ 12 時
　　　　　○ 13 時～ 15 時
　　　　　○ 16 時～ 18 時
※７月 17 日（金）は 13 時 30 分から 17 時まで無料開放します。
※８月 31 日（月）は 15 時までです。
問い合わせ先　市営プール（オープン期間のみ）	 　　　　　  ☎�００８６
　　　　　　　市教育委員会市民スポーツ課　　　　　　　☎�１５５４

利用料金　○小・中学生　１００円
　　　　　○高校生以上　１５０円

伊佐市営プールオープン

　伊佐市では、伊佐市が行う各種イベントや行事に
参加して、ＰＲしていただく人を募集します。申し
込みの自薦、他薦は問いません。
応募資格
○平成 21 年４月１日現在で 18 歳以上の人。
○伊佐市に在住または勤務している、心身ともに健
　康で、市が行う各種イベントに参加できる人。
委嘱期間　平成 21 年９月１日～平成 22 年８月 31 日
人　　員　若干名
申込期限　７月 31 日（金）
申込・問い合わせ先　
市地域振興課観光公園係    ☎�１３１１○　内　　　　　　　　　　　　１２５３

伊佐ＰＲレディ・
ボーイ募集！

　住宅地に隣接した農地等において農薬を散布
する場合は、周囲の住民に影響が及ばないよう、
細心の注意が必要です。
散布時の注意点
①無風または風が弱い天候の日や時間帯に行い
　ましょう。
②風向きに注意しましょう。
③可能であれば粒剤等、飛散の少ない農薬に換
　えましょう。
④周囲の住民に知らせてから行いましょう。
問い合わせ先　
市農政課農政係　  　☎�１３１１○内　　　　　　　　　　　２２４６

住宅地等における
農薬使用について

　

平成 21 年度身体障害者協会費のご案内

日　　程 受 付 時 間 場    　所

７月 21 日（　火）
  9:30 ～ 10:30  木ノ氏公民館
11:00 ～ 12:00  牛尾公民館

７月 22 日（　水）
  9:30 ～ 10:30  山野鉄道記念館
11:00 ～ 12:00  平出水青少年センター
13:30 ～ 15:00  山野基幹集落センター

日　　程 受 付 時 間 場    　所

７月 23 日（　木）
  9:30 ～ 11:00  羽月西青少年センター
13:30 ～ 15:00  羽月地区公民館

７月 24 日（　金）
  9:30 ～ 11:00  針持青少年センター
13:30 ～ 14:30  西太良地区コミュニティセンター

７月 25 日（　土）
  9:30 ～ 11:00  ＪＡ伊佐　東支所
13:30 ～ 15:00  大口元気こころ館

　伊佐市身体障害者協会では、本年も身体障害者手帳をお持ちの皆さまに、協会費の納入を次の日程でお
願いすることになりました。
　最寄の場所に身体障害者手帳と協会費５００円をご持参ください。
　当日、都合の悪い人は、次の日程であれば他の場所でも納入できます。また８月末日までは、市福祉事
務所窓口でも納入できますのでよろしくお願いします。

※菱刈地区につきましては 11 月にお願いする予定です。
問い合わせ先　市福祉事務所障害者支援係　　　　　　　　　　　　　　　   　 ☎�１３１１○内　　　１２６５
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ISA City Topics
伊佐市誕生記念公演

舞台「相思双愛」

　５月 29 日、伊佐市文化会館において、伊佐市誕生記念
公演「相思双愛」が行われました。
　これは、伊佐市出身の榎木孝明さんや坂井真紀さん、 辺
見えみりさん、近藤芳正さんの４人による舞台で、九州で
は伊佐市のみの開催でした。
　この作品は、横光利一原作「春は馬車に乗って」と重松
清原作「四十回のまばたき」の二つの物語を一つの舞台上
で交互に演じながら、別れと出会い、喜びと悲しみ、愛と
憎しみを絶妙に表現したものです。
　伊佐市出身の榎木さんは、舞台上で“鹿児島生まれだか
ら”と焼酎を飲むアドリブなど言いながら熱演されました。
　来場された観客も最後まで舞台を満喫されていました。

親子のふれあいを大切に 　５月 17 日、伊佐市総合体育館で、大口地区の就学
前の子どもたち約２５０人とその保護者が集り、第
10 回大口こどもまつりが開催されました。
　今年は例年と趣向を変えて、「あそびやうたを通し
て、子どもと親のつながりあいの楽しさを広めよう」
と全国的に活動している二本松はじめさんによる「つ
ながりあそび」を行ないました。
　参加した子どもたちは、歌に合わせてお母さんと抱
き合ったりくすぐり合ったりして、親子のふれあいを
楽しみました。会場内は子どもたちのはしゃぐ姿と笑
い声があふれていました。
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中学生職場体験
　大口中・大口南中・山野中の３年生が、病院や保育園、喫茶店、
コンビニエンスストアなど約 50 か所で数日間の職場体験を行な
いました。
　緊張した面持ちで職場へ“出勤”した生徒たちは、エプロンや
制服を身に付け、なれない手つきで“業務”を一生懸命こなして
いました。朝早くから職場の清掃や準備を体験した生徒は、「き
ついこともあったけど、楽しいこともたくさんあった。またして
みたいです」と話していました。
　それぞれの職場がどんな工夫や努力をしているのかを体験でき
たことで、働くことの楽しさや大変さを実感していたようでした。
　なお、菱刈中は７月９日～ 10 日に行なう予定です。生徒たち
を見かけた際は、一言声をかけて励ましてください。

　６月 12 日、本城地区“永田診療所屋根付
ゲート場”で「ふれあい悠遊」が行われました。
　これは、子どもたちから高齢者・障害者が
心をひとつにして地域の元気を高めていこう
ということで開催され、今年で 10 回目を迎
えました。
　交流会では、本城幼稚園の園児による遊戯
や本城小学校４年生の児童によるリコーダー
演奏などが行われ、来場されたみなさんは楽
しい時間をすごしました。

ふれあい悠遊子どもたちが「花の日」訪問

　６月５日、大口幼稚園の子どもたちが市役
所にきれいな花を届けにきてくれました。
　これは、毎年６月の第２日曜日の「花の日」
にちなんで、子どもたちが感謝の気持ちを花
に託して届けてくれるもので、今年も仲良く
手をつないで市役所を訪れました。
　鉢植えの花を両手いっぱいに抱えた子ども
たちは、元気よく歌を歌った後、大きな声で

「いつもお仕事ありがとうございます。がん
ばってください」と市長に花を手渡しました。



ISA City Public Relations  2009.07.01　　10

ISA City Topics

空手少女　市長へ優勝報告！ 　５月 21 日、山野中学校３年の鵜木彩さんが来庁し、
５月 10 日に行われた鹿児島県空手道選手権大会の中学
３年女子組手の部で優勝したことを、市長に報告しまし
た。おりしも大会の日は母の日で、お母さんに良いプレ
ゼントができたということでした。
　さらに、６月７日に鹿児島市松元町で行われた県中学
空手道選手権大会（全国大会予選を兼ねる）中学女子２
年～３年共通の部で準優勝し、８月末に北九州市で行わ
れる全国大会へ出場することになりました。
　鵜木さんは、高校進学を控えていて、空手のできる高
校を目指し、勉強と空手の修行にがんばっています。
　全国大会での健闘を祈ります。

　６月 20 日、本城校区の子どもたちとその保護者約 60
人が参加して、田植え体験活動が行なわれました。
　参加した子どもたちは何度か田植えの経験はあるもの
の、まだまだ慣れない様子で、地元の“田植えのプロ”
に教わりながら一生懸命に苗を植えていました。
　子どもたちのなかには、カエルに驚いてしりもちをつ
く子や、転んで全身泥まみれになる子もいて、爽やかな
初夏の空に子どもたちの笑い声が響いていました。

本城校区で田植え体験

ボランティアで遊歩道整備

　十曽キャンプ場の駐車場前から「みはらし
の丘」へ続く遊歩道は近年閉鎖されていまし
たが、今回㈱富士建設（村中義秀社長）が、
丘までの階段と手すりの設置、散策路の草払
いなどをボランティアで行なってくださいま
した。ありがとうございました。
　キャンプシーズンを前に、十曽の観光スポ
ットがよみがえりました。十曽に来られた際
はぜひ訪れてみてはいかがでしょうか。

環境の日

　世界環境デーの 6 月 5 日、川内川上流漁業
協同組合大口支部の主催で、轟公園周辺のゴ
ミ拾いが行われました。
　この活動に、大口小学校４年生 66 人も参
加しました。活動終了後、ゴミを分別する理
由やリサイクルの大切さ、また川に住む生き
物やその生態系について学習しました。
　最後に、６千匹の鮎を羽月川へ放流しまし
た。
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宇宙へ　ペットボトルロケット

伊佐夏かぼちゃ出荷式

　伊佐市宇宙少年団（日本宇宙団　伊佐フォーマルハウト分
団）は、６月６日菱刈改善センターで、今年度の結団式を行
い、親子でペットボトルロケット作りを楽しみました。発射
したロケットの中には最長 60 メートルも飛ぶものもあり皆、
大喜びでした。
　27 名の団員は、伊佐の豊かな自然環境と楽しい科学実験
等を通じて、「宇宙と科学」を身近に感じ、郷土を愛するこ
とを目的としています。7 月の皆既日食にむけての勉強会や、
天体観測、科学実験等を行っていくということです。

「レインボーキッズいさ」結団式
　６月 12 日、「レインボーキッズいさ」の結団式を行い
ました。今年度は小中高校生総勢団員 31 人の活動にな
ります。
　牧山光徳実行委員会会長のあいさつの後、各団員の自
己紹介があり、高校生のリーダーから今年の活動計画と
して８月の種子島研修や読み聞かせの出前訪問をはじめ、
各種リーダー研修や農体験、バザーやボランティア活動
などを行うと発表がありました。
　また、平成 21 年度全国子ども会連合会表彰（ジュニア・
リーダー組織）が決定しているということで、これから
の活動が楽しみです。

　６月 19 日、菱刈前目の菱刈野菜選果場で、
関係者約 40 人が参加し、夏かぼちゃの出荷
式が行なわれました。
　式では、内田友三ＪＡかぼちゃ振興会会長
が「伊佐夏かぼちゃのブランドを確立するた
め、生産者自身が選別を徹底し、責任を持っ
て出荷してほしい」とあいさつしました。
　テープカットの後、参加者全員で高価格を
願い、市場へ向かうトラックを万歳三唱で送
り出しました。

水道施設を巡回点検サービス

　６月４日、水道週間に合わせて水道施設の
巡回点検と簡単な修理サービスが実施されま
した。
　これは、伊佐市内の水道指定工事店 24 社
の皆さんによるボランティア活動として実施
され、市内の小中学校や保育園などを対象に
19 か所を回っていただきました。ありがと
うございました。
　水道施設の修繕はこちらへご連絡ください。
大口地区水道修繕センター　　☎�５３３３
菱刈地区水道修繕センター　　☎�２８７０
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し
た
場
合

で
も
、
し
な
い
場
合
で
も
、
お
互
い
が

生
き
て
い
き
や
す
い
社
会
で
あ
り
た
い

も
の
で
す
。

　
黄
色
い
リ
ボ
ン
は
、
あ
な
た
の
取
り

組
み
を
応
援
し
ま
す
。

“
女
性
サ
ロ
ン
室
”
の
ご
利
用
を
！

　
市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
、
相
談
者

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
交
流
ス
ペ
ー
ス

が
「
女
性
サ
ロ
ン
室
」
で
す
。

　
あ
な
た
の
胸
の
中
に
閉
じ
込
め
た
も

の
、
一
緒
に
な
っ
て
受
け
止
め
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
下
さ
い
。

開
催
日
　
７
月
１
日
（
水
）・ 

15
日
（
水
）

８
月
５
日
（
水
）・
19
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時
　

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先
　

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０
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私たちの学校生活

Our School Life!

　曽
木
小
学
校
に
は
、
上
校
庭
・
下
校
庭
と
２
つ
の

広
い
校
庭
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
校
庭
と
下
校
庭
の

間
に
は
小
さ
な
水
路
が
あ
り
、
山
か
ら
し
み
出
た
湧

き
水
が
、
小
さ
な
流
れ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
水

路
に
は
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や
イ
モ
リ
、
メ
ダ
カ
や

ホ
タ
ル
と
い
っ
た
生
き
も
の
が
住
み
着
き
、
昼
休
み

に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
絶
好
の
遊
び
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
梅
や
柿
と
い
っ
た
樹
木
が

た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、

こ
の
梅
や
柿
を
使
っ
て
、
梅
干
し
作
り
や
干
し
柿
作

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
、
四
季
折
々
の
自
然
の
恵
み
を
た

く
さ
ん
受
け
て
い
ま
す
。

　曽
木
小
学
校
で
は
、
平
成
６
年
か
ら
自
噴
の
プ
ー

ル
を
利
用
し
て
冬
場
に
、
ニ
ジ
マ
ス
の
放
流
と
飼
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
月
に
は
、
大
き
く
育
っ
た
ニ

ジ
マ
ス
を
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
釣
る

“
釣
り
大
会
”
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
事
は
、

か
れ
こ
れ
15
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

曽
木
小
学
校
は
、「
水
静
か
な
る
川
内
の
流
れ
に
う

つ
る
清
き
郷
」と
校
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

と
て
も
自
然
の
豊
か
な
学
校
で
す
。

　こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
の
も
と
で
子
ど
も
た
ち

は
、「
よ
く
考
え
、
思
い
や
り
が
あ
り
、
健
康
で
よ

く
働
く
曽
木
っ
子
」
を
目
ざ
し
て
日
々
努
力
し
て
い

ま
す
。

　曽木小学校は、児童数 64 人の小規模校で、青少年
赤十字活動推進校です。異年齢集団の友愛班で毎日、
ボランティア活動を行っています。また環境教育にも
力を入れており、毎週金曜日は、「リサイクルの日」
として、全校児童が各家庭からアルミ缶を持ち寄って
います。３月のお別れ遠足では、保護者や地域の方々
と一緒に曽木の滝までの道路のゴミ拾いをし、郷土の
美化活動にも貢献しています。

曽木小学校

▲曽木小学校全校生徒

い
き
い
き
登
校
ニ
コ
ニ
コ
下
校

曽木小学校
有馬　隆之　校長

学校長から一言
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

　
４
月
号
で
昨
年
に
実
施
し
た
特
定
保
健
指
導

の
運
動
教
室
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
体
重
・
腹

囲
・
血
液
検
査
結
果
が
改
善
さ
れ
た
う
れ
し
い

報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
方
々
が
運
動
教

室
へ
と
参
加
さ
れ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
20
年

度
の
特
定
健
診
か
ら
１
年
後
で
あ
る
平
成
21
年

４
月
の
特
定
健
診
結
果
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
20
年
度
の
健
診
で
「
積
極
的
支
援
」
と
な
り
、

運
動
教
室
に
参
加
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
今
年
の

健
診
で
「
動
機
づ
け
支
援
」
へ
と
改
善
さ
れ
た

人
は
約
36
％
、「
情
報
提
供
」
へ
と
改
善
さ
れ
、

脱
メ
タ
ボ
と
な
っ
た
人
が
約
43
％
で
し
た
。

　
ま
た
、20
年
度
の
健
診
で
「
動
機
づ
け
支
援
」

だ
っ
た
人
で
、「
情
報
提
供
」
へ
と
改
善
さ
れ

脱
メ
タ
ボ
と
な
っ
た
人
は
62
％
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　“
誰
で
も
・
無
理
な
く
・
簡
単
に
”
を
合
言

葉
に
し
た
運
動
教
室
に
参
加
さ
れ
、
約
７
割
の

方
々
が
１
年
前
の
結
果
よ
り
改
善
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、半
分
の
人
が「
脱

メ
タ
ボ
」
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
本
人
の
努
力

が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
が
、
教
室
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
１
年
後
に
は
理
想
の
体
型
と
健
康
な
身

体
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
も
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。

脱メタボ大作戦
～その後

○特定健診・・・生活習慣病予防のために、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）
　に着目し、平成 20 年度から、各々が加入している医療保険者が健診を実施。
　　市では、伊佐市の国保加入者を対象に市民課健康保険係が実施している。対象年齢は、
　40 ～ 74 歳。
○特定保健指導・・・「特定健診」の検査結果（腹囲・血液検査等）により保健指導が必
　要とされた方々が対象。ただし、血圧などの服薬をしている人は除く。生活習慣の改善
　による生活習慣病の予防効果が多く期待できる人に対して、生活習慣を見直すサポート
　を行う。
○積極的支援・・・生活習慣病の発症リスクがより高い人を対象に行う特定保健指導。
○動機づけ支援・・・生活習慣病の発症リスクが高い人を対象に行う特定保健指導。
○情報提供・・・メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の危険性が低い人に行う
　特定保健指導。健康な生活を送るための基本的な情報を提供する。
○服薬による情報提供・・・積極的支援・動機づけ支援の対象であるが、血圧等の服薬が
　あれば、「情報提供」として特定保健指導を行う。

＜ことばの説明＞

＜ 20 年度健診結果＞

積極的支援

28 人

動機づけ支援

21 人

＜ 21 年度健診結果＞

 変わらず   積極的支援　               ５人（17.9 ％）

 医療受診   服薬による情報提供　   １人（  3.5 ％）

 医療受診   服薬による情報提供　   ２人（   9.5％）

  悪　化　  積極的支援　             ０人（    ０％）

  維　持　  動機づけ支援　           ６人（28.6％）

改　善
 動機づけ支援　        10 人（35.7％）

 情報提供　               12 人（42.9 ％）

  改　善　  情報提供　               13 人（61.9％）

特 

定 

保 

健 

指 

導 

に 

参 

加
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【おすすめの一冊】
「１Ｑ８４」　村上春樹　
　著者７年ぶりの大作！ 1984 年の日本を舞台に、
現実からずれてしまった「もう一つの世界」を描
く。英国の作家ジョージ・オーウェルが小説「1984
年」で未来として描いたこの年を、著者は現代か
らさかのぼり「近過去」として描いた。主人公の
女と男のそれぞれの視点から交互に物語がつづら
れる。

【７月の休館日】
７月 ６日（月） ・  13 日（月）
　       21 日（火） ・  27 日（月）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日時　７月 25 日（土）　10:30 ～ 11:00
場所　大口図書館

【　児　童　】
カブトムシがいきる森 筒井学
２５８本をうんだバット 友成那智
おとうさんのちず ユリ・シュルヴィッツ
恐竜がくれた夏休み はやみねかおる
ねこの根子さん あさのあつこ

【　一　般　】
されど時は過ぎ行く 北方謙三
ＩＮ 桐野夏生
武士猿（ブサーザールー） 今野敏
トロムソコラージュ 谷川俊太郎
誘惑 北原亞以子
煉獄の使徒　全上・下 馳星周
運命の人　全３ 山崎豊子
絶望ノート 歌野晶午

【今月の新刊本（抜粋） 】【ご利用案内】
本や資料を借りる時
　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に
住所を有する人か、伊佐市内に所在する
職場・学校に通勤・通学をされている人
であれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【図書館へ献本】
高柳節子さん（陣之尾）
永山保雄さん（尾之上）
岩元一利さん（西水流）

【夏休みおはなし会について】
日　時　　　　　　　　　　　　 場　所
７月 24 日（金）　10:30 ～ 11:00　菱刈図書館
７月 31 日（金）　10:30 ～ 11:00　田中ふるさと館
８月   7 日（金）　10:30 ～ 11:00　本城校区公民館
８月 21 日（金）　15:30 ～ 16:00　菱刈図書館
８月 28 日（金）　10:30 ～ 11:00　湯之尾校区公民館
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

第
59
回
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
お
か
え
り
。」
の
気
持
ち
が
犯
罪
や
非
行
を

繰
り
返
さ
せ
な
い
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　
毎
年
７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

強
調
月
間
で
す
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
国
民

が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

施
設
名
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

利
用
で
き
な
い
箇
所

　
ア
ト
リ
ウ
ム
、
ア
ト
リ
ウ
ム
ス
テ
ー
ジ
、

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

利
用
で
き
な
い
期
間

　
９
月
１
日
～
11
月
30
日

施
設
名
　
伊
佐
市
文
化
会
館

利
用
で
き
な
い
ホ
ー
ル
　
大
ホ
ー
ル

利
用
で
き
な
い
期
間

　
11
月
15
日
～
平
成
22
年
２
月
28
日

問
い
合
わ
せ
先

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
☎
�
１
６
１
３

伊
佐
市
文
化
会
館
　
　
　
　
☎
�
６
３
２
０

改
修
工
事
に
伴
い
次
の
施
設
の
一
部

が
利
用
で
き
ま
せ
ん

大
口
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

一
日
体
験
入
学
の
ご
案
内

募
　
集

子
育
て
支
援
講
座
受
講
者
募
集

日
　
　
時
　
７
月
10
日
（
金
）
９
時
～
12
時

場
　
　
所
　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
　
容
　
子
育
て
支
援
講
座

　
　
　
　
　（
小
学
校
低
学
年
向
け
）

携
行
品
　
筆
記
用
具
等

受
講
料
　
無
料

受
講
資
格
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

申
込
期
日
　
７
月
９
日
（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６

廃
電
池
・
廃
電
球
・
廃
蛍
光
灯
を
回

収
し
ま
す
（
大
口
地
区
）

　
市
で
は
、
廃
電
池
・
廃
電
球
・
廃
蛍
光
灯

を
定
期
的
に
回
収
し
て
い
ま
す
。
大
口
地
区

は
７
月
に
実
施
し
ま
す
。
回
収
方
法
等
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

回
収
箱
の
配
置
日

　
不
燃
・
資
源
ご
み
の
収
集
日
の
一
週
間
前

に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
回
収
箱
（
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
）
を
配
置
し
ま
す
。

回
収
す
る
日
時

　
不
燃
・
資
源
ご
み
の
収
集
日
と
同
じ
日
時

回
収
す
る
場
所

　
大
口
地
区
全
て
の
不
燃
・
資
源
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

注
意
事
項

○
回
収
箱
に
は
、
他
の
ご
み
を
絶
対
に
入
れ

　
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ビ
ニ
ー
ル
や
紙
袋
等
に
包
ま
ず
、
回
収
箱

　
に
そ
の
ま
ま
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
電
球
・
蛍
光
灯
は
割
れ
な
い
よ
う
に
入
れ

　
て
く
だ
さ
い
。

○
電
池
類
は
、
時
計
等
の
ボ
タ
ン
電
池
や
携

　
帯
電
話
等
の
電
池
も
含
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
環
境
対
策
課
環
境
保
全
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　　２
１
１
１
・
２
１
１
２

大
口
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
　
☎
�
２
８
１
１

期
　
　
日
　
７
月
18
日
（
土
）

時
　
　
間
　
９
時
～
12
時
30
分
　

対
象
者
　
小
学
５
・
６
年
生
・
中
学
３
年

　
　
　
　
　
生
女
子
生
徒
及
び
保
護
者

※
休
校
日
で
す
の
で
、
遠
方
の
皆
さ
ま
に
も

　
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園
　
　
　
　
　
☎
�
０
６
０
９

http://w
w

w
.okuchim

eikou.ac.jp/

　
固
定
資
産
税
係
で
は
、
平
成
21
年
１
月
２

日
か
ら
平
成
22
年
１
月
１
日
ま
で
に
完
成
ま

た
は
完
成
予
定
の
新
築
・
増
築
の
家
屋
や
取

り
壊
し
の
家
屋
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
調
査
に
つ
い
て

　
第
59
回
〝
社
会
を
明
る
く
運
動
〟
の
広
報

ビ
デ
オ
「
心
の
家
路
」
が
鹿
児
島
テ
レ
ビ
（
Ｋ

Ｔ
Ｓ
）
で
次
の
と
お
り
放
映
さ
れ
ま
す
。

放
送
日
時
　
７
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
４
時
30
分
～
５
時

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
社
会
支
援
係

　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　　１
２
６
７

新
築
・
増
築
の
家
屋
に
つ
い
て

　
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
と
き
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
居
前
や
家
具
等
を
入
れ
る
前
に

調
査
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
日
程
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

家
屋
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て

　
家
屋
を
全
部
ま
た
は
一
部
取
り
壊
し
た
と

き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
居
住
用
家
屋
に
つ
い
て
は
、
宅

地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
取
り
壊
し
た
こ
と
で
建
物

の
税
金
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、

軽
減
措
置
が
な
く
な
り
土
地
の
税
金
が
上
が

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
�
１
３
１
１
○内

      

１
１
８
３
・
１
１
８
４
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Isa City Infomation

伊
佐
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

広告

　　見て！聞いて！話して！
楽しみながら学ぶ英会話教室！！！

講師　アントニオ タイシン コオリ

０８０‐６４０５‐３８３０
受付時間　ＡＭ１１: ００～ＰＭ５：００

０９９５‐２２‐８４３３
criss@po4.synapse.ne.jp

生徒募集
 Let’s   enjoy  living  English

月謝　￥5,000
ココ

プール

有村クリニック

大口小学校

市役所

　
次
の
航
空
会
社
で
は
要
介
護
（
１
～
５
）

被
認
定
者
の
介
護
者
（
２
人
ま
で
）
で
、
介

期
　
　
日
　
７
月
５
日
（
日
）

　
平
成
18
年
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
突
然

の
自
然
災
害
が
発
生
し
た
時
で
も
、
迅
速
な

介
護
帰
省
パ
ス
の
ご
案
内

伊
佐
市
（
大
口
地
区
）
総
合
防
災
訓

練

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内

　
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、中
・

高
校
生
、
一
般
の
方
々
を
対
象
に
体
験
入
校

を
実
施
し
ま
す
。

期
　
　
日
　
７
月
30
日
（
木
）

日
　
　
程
　
９
時
～
12
時
30
分

　
専
門
校
紹
介
・
建
築
大
工
体
験
実
習
等

申
込
方
法

　
事
前
に
当
校
に
確
認
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
中
・
高
校
生
の
人
は
、
担
任
の
先
生
を
通

　
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
７
月
23
日
（
木
）

募
集
人
員
　
先
着
30
人

参
加
料
　
無
料

※
た
だ
し
、
１
日
傷
害
保
険
代
（
１
人
１
０

　
０
円
程
度
）
が
必
要
で
す
。

そ
の
他

　
作
業
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
シ
ュ
ー
ズ

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
引
率
者
も
見
学
で

き
ま
す
。
作
品
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
係
　

☎
０
９
９
６
・
５
３
・
０
２
０
７

避
難
が
で
き
る
よ
う
に
大
口
地
区
総
合
防
災

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
ご
と
の
訓
練
を

計
画
・
実
施
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
菱
刈
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７

月
20
日
（
月
）（
旧
菱
刈
町
防
災
の
日
）
午

前
６
時
よ
り
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
後
、
伊
佐
市
消

防
団
菱
刈
方
面
団
に
よ
り
担
当
地
区
の
防
災

広
報
を
行
い
ま
す
。

※
９
時
の
避
難
勧
告
発
令
時
に
、
各
地
区
の

　
サ
イ
レ
ン
が
約
１
分
間
鳴
り
ま
す
の
で
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。（
訓
練
で
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
消
防
防
災
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　　１
１
１
８

親
子
で
診
療
所
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん

か

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
水
稲
航
空
防
除

　
伊
佐
農
業
公
社
で
は
、
８
月
下
旬
に
無
人

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水
稲
航
空
防
除
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

申
込
期
日
　
７
月
10
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
農
業
公
社
　
　
　
　
　
☎
�
５
５
８
1

日
　
　
時
　
８
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
　
開
場
16
時
　
開
演
17
時

会
　
　
場
　
伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
　
　
演
　

　
ク
レ
イ
ジ
ー
ド
ッ
グ
ス
（
木
村
充
揮
・
近

藤
房
之
助
）・
日
野
皓
正
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
・

桑
名
正
博
ほ
か

料
　
　
金
　
全
席
指
定
　
６
、０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
文
化
会
館
　
　
　
　
☎
�
６
３
２
0

　http://w
w

w
5.synapse.ne.jp/sister/

im
f2009/

　
県
で
は
、
親
子
で
診
療
所
の
訪
問
を
希
望

さ
れ
る
方
々
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

診
療
所
名
　
星
塚
敬
愛
園
（
鹿
屋
市
）

期
　
　
日
　
８
月
７
日
（
金
）

対
象
者

▽
小
・
中
学
生
、
高
校
生
と
そ
の
保
護
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
40
組

護
す
る
た
め
に
帰
省
さ
れ
る
人
に
航
空
券
を

割
引
（
36
％
程
度
）
す
る
介
護
帰
省
パ
ス
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
Ｌ
　
　
　
０
１
２
０
・
２
５
・
５
９
７
１

Ａ
Ｎ
Ａ
　
　
　
０
１
２
０
・
０
２
９
・
２
２
２

▽
小
・
中
学
校
の
教
師
　
　
　
　
約
15
人

内
　
　
容

　
ビ
デ
オ
学
習
（
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
的
背

景
に
つ
い
て
）、
入
所
者
と
の
交
流
、
施
設
見

学経
　
　
費

　
県
庁
か
ら
星
塚
敬
愛
園
ま
で
の
往
復
経
費

は
県
が
負
担
し
ま
す
。

参
加
料
　
無
料

※
決
定
通
知
は
後
日
、
文
書
で
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。

申
込
締
切
　
７
月
15
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
ハ
ン
セ
ン
病

担
当
窓
口
　
☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
７
２
０

０
９
９
・
２
８
６
・
５
５
５
６

kansensy@
pref.kagoshim

a.lg.jp
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伊佐市からのお知らせ

広告

オール電化で省エネ・
ＣＯ2削減をお手伝い！

南
な ん

電
で ん

工
こ う

TEL0995（　22）0       145

大気の熱でお湯を沸かす

お子様や高齢者の安全を。

減らしてみませんか？
生活しながら、ＣＯ2　の排出量を

「エコキュート」は割安な深夜電力で、
「IH クッキングヒーター」で

昼間は「太陽光発電システム」で電気を作る。

ご相談・ご用命は

株式会社
大 口
営業所

ＮＡＮＤＥＮＫＯ

住所 : 伊佐市大口小木原 899

TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

建築設計・施工・製材・
建材・サッシ・浄化槽等

タケシタで家をつくろう・リフォームしよう
広告

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試

験試
験
日
　
10
月
25
日
（
日
）

試
験
会
場
　
鹿
児
島
市
及
び
奄
美
市

申
込
期
限
　
７
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
　
※
当
日
消
印
有
効

受
験
手
数
料
　
８
、６
０
０
円

受
験
願
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
０
―
８
５
１
７

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
―
７

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
６
階

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
・
人
材
研

修
セ
ン
タ
ー
介
護
支
援
専
門
員
試
験
係

☎
０
９
９
・
２
５
８
・
１
１
７
２

０
９
９
・
２
５
０
・
９
３
６
３

試
　
験

定
額
給
付
金
の
手
続
き
は
終
わ
り
ま

し
た
か
？

　
定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は
９
月
30
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
申
請
さ

れ
て
い
な
い
世
帯
は
早
め
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

市
企
画
調
整
課
政
策
係☎

�
１
３
２
２
（
直
通
）

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
資
格
取
得
者
に

対
し
て
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
　

　
伊
佐
市
民
で
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
の
研
修
を
修
了
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
終

了
予
定
の
人
（
別
制
度
に
よ
る
受
給
者
は
除

く
）

助
成
金

①
資
格
取
得
後
、
市
内
事
業
所
で
１
年
以
上

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
受
講
助
成
金

に
つ
い
て

市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
に
つ
い
て

　
計
量
法
に
よ
り
水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年
以

内
に
取
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
水
道
課
で
は
、
市
内
の
管
工
事
組
合
等

に
委
託
し
、
取
替
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
家

庭
に
無
料
で
交
換
に
伺
い
ま
す
。

　
な
お
、
メ
ー
タ
ー
器
本
体
は
貸
与
と
な
り

ま
す
の
で
、
管
理
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
７
月
に
計
画
し
て
い
る
自
治
会
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
大
口
地
区
】

　
朝
日
団
地
・
朝
日
団
地
西
・
青
木
ケ
島
・

朝
日
町
・
朝
日
ヶ
丘
・
戸
切
・
朝
日
団
地
東

・
高
校
西

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
委
託
業
者
が
、
中
旬
ご
ろ
取
替
え
作
業
を

　
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

　
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
検
針
や
取
替
え
が
行
い
や
す
い
よ
う
に
メ

　
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
は
草
払
い
等
し
て

　
い
た
だ
き
、
犬
は
周
辺
に
つ
な
が
な
い
よ

　
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
取
替
え
作
業
中
、
約
15
分
程
度
断
水
い
た

　
し
ま
す
。

▽
不
在
の
時
で
も
取
替
え
を
行
い
ま
す
の
で
、

　
そ
の
時
は
取
替
え
済
の
お
知
ら
せ
を
郵
便

　
受
け
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

▽
取
替
え
後
、
一
時
的
に
パ
イ
プ
の
中
に
空

　
気
が
入
り
白
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
水
を
少
し
流
し
て
か
ら
使
用
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※
菱
刈
地
区
は
、
８
月
か
ら
交
換
を
行
う
計

　
画
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
課
管
理
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　　　１
２
９
２
・
１
２
９
３

　
ヘ
ル
パ
ー
業
務
と
し
て
勤
務
予
定
の
人
―

　
受
講
料
の
全
額

②
資
格
取
得
後
、
市
内
の
①
以
外
の
介
護
サ

　
ー
ビ
ス
事
業
所
に
勤
務
予
定
の
人
―
受
講

　
料
の
半
額

③
資
格
取
得
の
み
の
場
合
―
一
律
２
万
円

申
請
方
法

　
交
付
申
請
書
（
市
長
寿
支
援
課
に
備
え
付

け
）
を
提
出

問
い
合
わ
せ
先

市
長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　　１
２
２
６
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誕
　
生

 

（
５
月
１
日
～
５
月
31
日
受
付
分
）

緒
方
　
陽
呂
斗
（
佐
多
央
・
郡
山
団
地
）

古
川
　
雅
輝
（
ま
さ
え
・
下
之
馬
場
）

平
山
　
瑛
絆
（
明
彦
・
築
地
下
）

有
馬
　
和
杜
（
宏
年
・
前
目
麓
）

中
村
　
鄭
　（
武
志
・
重
留
西
）

木
下
　
月
華
（
正
善
・
下
青
木
）

山
田
　
龍
心
（
尚
生
・
上
元
町
）

後
藤
　
泰
河
（
広
樹
・
朝
日
団
地
）

稲
留
　
妃
蘭
々
（
忍
・
本
城
町
）

江
口
　
彩
花
（
和
仁
・
小
水
流
）

 

南
　
フ
ミ
子
さ
ん
（
水
ノ
手
）

す
わ
ん
福
祉
施
設
訪
問
団
（
福
岡
市
）

匿
名
　
※
車
椅
子
１
台

（
５
月
１
日
～
５
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

湯
田
　
イ
ト
　
　
　
86
　（
下
目
丸
）

堀
切
　
優
子
　
　
　
41
　（
西
本
町
）

益
園
　
秀
見
　
　
　
56
　（
朝
日
町
）

黒
川
　
輝
雄
　
　
　
74
　（
郡
山
）

永
井
　
ノ
ブ
　
　
　

103
　（
郡
山
）

羽
田
　
智
明
　
　
　
62
　（
上
新
町
）

川
野
　
フ
ジ
子
　
　
90
　（
牛
尾
）

緒
方
　
ア
ツ
子    

　
77
　（
木
ノ
氏
）

木
山
　
ス
ミ
ヱ
　
　
80
　（
郡
山
）

満
元
　
正
德
　
　
　
79
　（
木
崎
）

田
中     

ツ
ヤ
子
　    

73
　（
牛
尾
）

有
村
　
新
兵
衞
　
　
90
　（
上
町
）

山
内
　
ハ
ツ
ミ
　
　
88
　（
牛
尾
）

島
畑
　
香
代
子
　
　
49
　（
永
尾
）

岡
元
　
英
治
　
　
　
46
　（
上
青
木
東
）

山
野
地
区

熊
ケ
迫
　
キ
ク
ヱ
　
88
　（
小
木
原
下
）

中
村
　
弘
子
　
　
　
75
　（
小
川
内
）

吉
本
　
勝
　
　
　
　
87
　（
平
原
）

永
野    

幸
雄
　
　    

56
　（
本
町
）

羽
月
地
区

坂
元
　
芳
枝
　
　
　
69
　（
駅
前
）

井
ノ
上
　
カ
イ
子
　
88
　（
園
田
）

今
村
　
千
鶴
子
　
　
84
　（
川
岩
瀬
）

丸
橋
　
チ
ノ
　
　
　
87
　（
駅
前
）

村
岡
　
惠
　
　
　
　
80
　（
松
木
原
）

山
口
　
幸
子
　
　
　
75
　（
湯
ノ
谷
）

西
太
良
地
区

森
永
　
ト
キ
ワ
　
　
92
　（
中
央
）

井
手
篭
　
義
光
　
　
91
　（
田
代
）

兒
玉
　
彦
安
　
　
　
88
　（
田
原
）

畑
井
田
　
ヒ
サ
ヱ
　
75
　（
堂
山
）

下
田
　
順
一
　
　
　
78
　（
田
原
）

中
水
流
　
和
子
　
　
80
　（
馬
場
）

菱
刈
地
区

永
吉
　
ハ
ル
子
　
　
89
　（
下
市
山
）

盛
滿
　
香
　
　
　
　
88
　（
下
手
仲
間
）

前
田
　
ナ
ミ
子
　
　
75
　（
親
交
今
市
）

平
谷
　
春
之
　
　
　
98
　（
下
名
）

北
渡
瀨
　
テ
ル
子
　
67
　（
町
舟
津
田
上
）

永
野
田
　
藤
盛
　
　
85
　（
小
原
松
山
）

鬼
塚
　
義
満
　
　
　
75
　（
本
城
宇
都
）

鯵
坂
　
覺
　
　
　
　
61
　（
岩
坪
）

松
㟢
　
清
春
　
　
　
85
　（
前
目
麓
）

【
今
月
の
表
紙
】

笹
野
地
区
の
棚
田

広告

小 畑 商 店
非鉄金属高価買取中！！

株式会社
住 所　鹿児島県出水市野田町下名 4553-11
TEL 0996-84-3585　FAX 0996-84-3018

  リサイクル世代に奉仕する。

営業種目

船　　舶家　　屋

鉄骨ビル

県知事登録事業

建物解体工事業
船舶解体事業
一般・産業廃棄物収集運搬事業
一般・産業廃棄物処分事業
自動車リサイクル事業
製鋼原料・非鉄金属買取事業

鹿児島県一般建設業

鹿児島県産業廃棄物収集運搬業

鹿児島県特別管理産業廃棄物収集運搬業

鹿児島県産業廃棄物処分業

自動車リサイクル事業

見積などお気軽に
お問い合わせ下さい。
☎ 0996-84-3585

　
久
七
ト
ン
ネ
ル
手
前
に
笹
野
自
治
会

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
昭
和
55
年

３
月
ま
で
牛
尾
小
笹
野
分
校
が
あ
り
ま

し
た
。「
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
分
校
」
と

し
て
全
国
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る

水
の
き
れ
い
な
地
域
で
す
。

　
現
在
も
清
流
か
ら
水
を
引
き
棚
田
が

大
切
に
耕
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
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行

／
伊

佐
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895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
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Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　
　

http://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

編
集
後
記

　   

人口のうごき

H21. ６. １現在（前月比）

総人口　30,715 人　  （－   56）
　男　　14,160 人　  （－   19）
　女　　16,555 人　  （－   37）
世帯数　14,412 世帯（－   14）

◆ ◆

キャンプ場に ､遊びに行こう！
　伊佐市には、環境に恵まれたキャンプ場があります。

ぜひこの夏、家族や仲間と楽しい時を過ごしましょう。

                                    ☆十曽青少年旅行村（コテージなどの宿泊施設は、７月 1 日～８月 31 日のみ開設）
　                                                                 入 村 料　一般 ２１０円　高校生以下 １６０円
　                                                                 ○コ テ ー ジ　１２，６００円（6 人用 ･ ５棟）
　                                                                 ○バンガロー　ＵＦＯ４，２００円（３棟）
                                                                                              大３，１５０円（10 棟 )・小２，１００円（6 棟）
　                                                                 ○常設テント　２，１００円

　釣りも楽しめる十曽池周辺には、水鳥を観察できる「水草公園」
や広～い芝生が特徴の「いこいの広場」、小さい子どもが楽しく水遊
びできる「わんぱく広場」があります。

※キャンプ場は、ペット禁止になっています。
☆予約申込・問い合わせ先　市地域振興課観光公園係　　☎�１３２７

☆楠本川渓流自然公園（通年開設・年末年始休館）
　○バンガロー　新棟８，０００円（３棟）・旧棟６，０００円（２棟）　　　　　　　　
　○テントサイト　５３０円　・五右衛門風呂　無料

　公園内に楠本川がながれており、渓流釣りはもちろん、
星空観察やクワガタ採集を、キャンプをしながら楽しめます。

　先
日
、
映
画
制
作
担
当

者
が
伊
佐
市
を
訪
れ
、
撮

影
予
定
箇
所
の
打
合
せ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
の

秋
か
ら
撮
影
開
始
の
予
定

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　今
年
の
梅
雨
入
り
は
、
九
州
南
部
が
６

月
９
日
で
、
平
年
よ
り
11
日
、
昨
年
よ
り

12
日
遅
か
っ
た
で
す
。

　梅
雨
に
入
っ
て
も
雨
は
降
ら
ず
、
田
植

え
の
時
期
を
迎
え
た
水
田
も
水
を
張
れ
ず

に
準
備
が
進
ま
な
い
所
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
６
月
末
の
雨
で
胸
を
な
で
お
ろ
し

た
農
家
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
伊
佐
は
、
米
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

先
日
出
荷
式
の
あ
っ
た
“
カ
ボ
チ
ャ
”
を

は
じ
め
多
く
の
農
産
物
を
生
産
し
て
い
ま

す
。
日
々
の
天
候
が
生
産
量
に
影
響
し
ま

す
。
雨
も
適
当
に
降
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い

の
で
す
が
・
・
・
。

　最
近
は
、
局
地
的
な
豪
雨
や
雷
雨
が
多

い
よ
う
で
す
。
大
雨
の
後
、
水
路
な
ど
で

の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
危

険
箇
所
に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　撮
影
に
使
用
す
る
詰
襟
学
生
服
が
５
０
０
着
必

要
で
す
。
寄
贈
を
お
願
い
し
ま
す
。

期

　限

　７
月
17
日
（
金
）

　“「
半
次
郎
～
桐
野
利
秋

　風
伝
～
」
を
応
援
す

る
伊
佐
の
会
”
の
会
員
を
募
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　市
地
域
振
興
課
定
住
促
進
係

☎
�
１
３
１
１
○内
　　　　　　　　　　　　　１２
５
９

映画「半次郎～桐野利秋　風伝～」

 http://www.hanjiro-movie.com/




